
遊
行
二
十

四
祖

御
修
行
記
一
申
一

河
　
　
　
野

憲
　
　
　
善

1

永
正
十
八
年
辛
巳
四
月
三
日
、
　
一
蓮
寺
御
立
の
と
き
路
頭
に
て
の
御
移
り
の
在
所

あ
ま
り
と
云
所
也
。

ゆ
く
す
ゑ
に
い
く
程
あ
ら
ん
六
十
に
は
二
あ
ま
り
の
坂
も
こ
え
き
ぬ

わ
か
頼
む
仏
の
為
に
寺
立
て
・
数
多
と
も
な
ひ
安
く
住
は
や

行
く
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
と
な
ふ
れ
は
末
ち
か
く
な
る
極
楽
の
道

　
　
　
叉
或
と
き

終
に
我
れ
い
つ
く
の
土
に
ま
た
れ
て
か
所
さ
た
め
す
迷
行
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
四
月
十
日
　
十
三
代
上
人
百
年
忌
之
追
膳
に
塔
婆

　
　
　
　
テ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

曾
祖
師
販
レ
西
百
歳
　
萬
年
遺
法
末
還
遷
　
継
レ
名
伝
レ
徳
欲
二
吾
報
一
相
二
迂
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ハ
音
誤
違
也
遇
也
（
後
争
デ
ナ
イ
カ
）

辰
一
優
鉢
華

テ
レ
ハ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
フ
フ

襲
以
一
代
教
主
尺
迦
大
師
既
隔
二
二
千
余
年
霞
一
。
一
十
三
代
祖
師
上
人
早
迎
二
百
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
レ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

忌
辰
之
月
一
。
従
レ
元
寂
滅
者
諸
法
之
常
理
。
聖
衆
以
レ
緯
為
レ
楽
夷
。
生
死
者
群
生

　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
レ
）
ト
ァ
・
　
　
ニ
モ
（
ガ
タ
キ
）
　
　
ン

之
定
途
也
。
凡
夫
以
レ
繋
為
レ
苦
実
。
嵯
億
々
万
劫
受
回
受
二
人
身
一
猶
如
レ
値
二
干

　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
モ
　
　
　
　
（
キ
キ
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヒ
ラ
）
キ
タ
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

盲
亀
之
浮
木
一
実
。
世
々
多
生
聞
下
回
レ
町
仏
教
上
。
宛
似
レ
闇
二
　
干
優
華
之
海
畔
一

　
　
ニ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

実
。
麦
今
日
斎
席
之
尊
霊
者
為
レ
予
曾
祖
師
也
。
伝
聞
蒙
二
勅
号
一
後
在
位
勧
化
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

六
年
也
。
豚
歳
月
之
申
実
。
上
肇
二
於
一
人
一
下
導
二
萬
民
一
聴
二
誉
於
一
天
一
施
二
法

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
テ
　
　
　
ニ
　
ヲ
（
マ
！
）

於
四
海
一
。
六
十
七
歳
而
唱
二
滅
度
於
清
浄
光
寺
一
納
二
遺
骨
於
相
州
沢
山
一
集
。

（
タ
チ
マ
チ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
モ

儀
　
相
二
遇
此
期
頭
之
命
日
一
允
希
有
之
宿
因
也
。
弟
子
続
二
十
二
世
之
高
跡
一
萄
為
二

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）

（
河
野
）

繊
繊
灘
熟

、
灘
顯
、
蝋

華薯葦

鐵
一

、
徽
簿
籍
　
、
、

　雛
鉗

熟

fig2-6-1.pdf
sokyu

sokyu
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）
　
（
河
野
）

　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
フ
シ
テ
　
　
　
タ
ル
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
タ
ル
コ
ト
　
　
ル

門
徒
於
管
領
一
実
。
恩
山
高
分
崔
鬼
秀
レ
自
二
五
岳
之
巌
一
。
徳
水
深
分
砂
荘
勝
レ
自
二

　
　
　
　
（
力
）
　
ン
モ
ニ
　
ヲ
ノ
ン
モ
ヲ

四
漬
之
底
一
集
。
彼
玄
繍
太
夫
之
阪
レ
浪
也
表
二
報
恩
之
亮
一
。
黄
衣
童
子
含
レ
花
也

ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

抽
二
謝
徳
之
志
一
。
然
間
雅
レ
勅
正
二
孝
行
之
道
儀
一
為
二
蛉
餅
一
旅
邸
故
其
営
云
塵
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
願
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
タ
ハ
ラ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
バ
　
ノ
　
ニ
カ

因
以
劇
二
小
梵
公
一
。
題
二
拙
褐
類
一
脅
以
二
小
量
一
如
レ
当
二
大
器
一
耳
。
頻
何
日
未
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン

詣
得
レ
生
二
浄
土
一
何
時
未
レ
拝
奉
レ
見
二
尊
容
一
実
。
乃
至
大
千
小
干
之
世
界
箔
二
平
等

一
味
之
雨
一
五
道
六
道
之
衆
生
誇
二
摂
取
不
捨
之
風
一
而
已
。

五
月
五
日
、
諏
訪
法
楽
三
首
の
御
詠
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
蒲

雨
な
ら
ぬ
軒
の
玉
み
つ
け
ふ
は
な
を
菖
蒲
に
伝
ふ
す
は
の
御
社

　
　
　
　
夏
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

さ
ゆ
る
程
す
㌧
し
き
影
を
み
つ
う
み
や
氷
を
渡
る
夏
の
よ
の
月

　
　
　
　
裡
言

干
い
ろ
あ
る
竹
は
物
か
は
万
代
も
ね
い
り
の
杉
の
ふ
り
き
誓
を

　
　
同
会
当
座
の
御
寄
三
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
霞

お
ほ
空
は
霞
初
け
り
久
か
た
の
月
の
み
や
こ
も
春
や
立
ら
ん

　
　
　
　
寄
星
恋
　
　
か
の
両
杜
牽
牛
織
女
と
か
や

契
り
を
や
二
の
星
に
祈
ら
ん
世
々
に
か
は
ら
ぬ
申
と
お
も
へ
は

　
　
　
　
観
無
常

身
の
は
て
の
け
ふ
り
に
消
ん
夕
を
も
い
つ
れ
の
日
そ
と
神
も
し
ら
せ
よ

十
七
日
、
二
首
の
懐
紙
常
住
庵
に
て
興
行
申
さ
る
。
　
短
夜
月

心
引
か
た
や
有
ら
む
梓
弓
入
空
は
や
き
夏
の
よ
の
月

　
　
　
　
暁
別
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

わ
く
ら
は
に
と
ひ
く
る
人
の
ね
一
屋
う
し
み
っ
過
て
お
き
行
そ
う
き

　
　
　
　
思
往
事

見
し
は
み
な
な
き
よ
の
人
と
忍
ふ
に
も
昔
を
か
へ
す
ね
覚
な
り
け
り

廿
五
日
、
　
ゆ
く
か
け
を
み
つ
う
み
涼
し
今
朝
の
月

　
　
　
　
　
（
カ
、
原
形
口
）

廿
八
日
、
諏
方
刑
部
太
夫
亭
に
て
、
　
若
竹
に
老
せ
ぬ
友
や
庭
の
松

六
月
三
日
、
下
宮
に
て
神
法
楽
に
三
首
懐
紙
　
　
水
辺
納
涼

織
女
も
き
ぬ
や
重
ん
天
の
河
近
き
わ
た
り
に
夏
を
忘
れ
て

　
　
　
　
契
経
年
想

天
と
な
り
地
と
わ
か
て
る
初
め
よ
り
む
す
ふ
契
り
の
末
も
う
ら
め
し

　
　
　
　
社
頭
注
連

み
つ
か
き
や
久
敷
代
よ
り
御
注
違
縄
か
け
し
頼
み
は
神
も
忘
れ
し

　
　
　
　
同
前
杜
宇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
座

陰
高
き
一
木
の
杉
に
杜
宇
あ
ひ
や
と
り
す
る
夜
半
の
月
哉

　
　
　
　
寄
衣
想
　
　
此
名
所
下
宮
近
き
わ
た
り
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
＾
挿
入
）

干
は
や
ふ
る
神
の
み
け
し
か
た
ち
ぬ
は
ぬ
衣
か
さ
き
の
苔
の
み
と
り
は

月
次
会
一
首
題
之
　
松
為
久
友

花
も
み
墓
の
か
さ
ま
く
ち
り
行
に
干
代
の
み
と
り
そ
心
か
へ
せ
ぬ

　
三
首
の
懐
紙
　
か
す
み

を
ち
こ
ち
に
み
や
は
と
か
め
む
浅
間
山
立
や
け
ふ
り
も
ふ
か
く
霞
て

　
　
　
　
あ
さ
こ
ろ
も

栖
な
き
旅
の
身
な
れ
は
麻
衣
き
つ
㌧
な
れ
ぬ
は
人
お
し
そ
お
も
ふ

　
　
　
　
い
な
つ
ま

を
き
わ
ふ
る
露
の
こ
の
身
は
い
な
つ
ま
の
光
り
の
う
ち
に
き
え
ね
と
そ
思
ふ

　
　
　
　
七
夕

七
夕
に
か
す
て
ふ
袖
は
よ
し
あ
し
も
天
津
衣
と
け
ふ
は
な
る
ら
ん

十
日
　
　
草
花
露
　
　
諏
方
信
州
の
亭
に
て
二
首
の
懐
紙
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家
の
風
お
さ
ま
る
時
や
秋
萩
も
な
ら
さ
ぬ
枝
に
置
る
白
露

　
　
　
　
名
所
山

も
ろ
こ
し
の
雲
の
夢
迄
富
士
の
ね
の
煙
に
お
も
ふ
朝
ほ
ら
け
哉

　
　
　
　
初
秋
　
　
　
　
当
座

秋
を
世
に
講
し
ら
さ
ら
む
風
の
音
も
さ
や
か
に
目
に
は
三
か
の
よ
の
月

　
　
　
　
寄
車
想
　
　
　
当
座

小
車
の
わ
か
れ
て
の
ち
に
み
す
も
あ
ら
す
み
も
せ
ん
人
を
思
は
ん
も
う
し

　
　
1
草
庵

き
え
ぬ
ま
の
わ
か
身
の
露
の
を
き
所
い
つ
く
の
草
の
庵
り
な
る
ら
ん

（
コ
ノ
一
一
段
タ
カ
ン
）

一
二
寮
其
阿
信
州
諏
方
光
明
寺
下
向
之
詩
並
序
、

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
テ
　
　
　
　
　
（
カ
）

永
正
初
旋
蒙
赤
奮
若
之
春
住
二
干
筑
州
称
名
精
舎
一
分
至
手
強
由
赤
奮
若
一
分
。
一

　
　
　
　
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
（
カ
）
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

十
三
歳
礒
蹉
集
。
既
遂
二
功
名
一
畢
頃
年
吾
会
下
為
二
第
一
座
一
笑
。
然
今
俄
而
遷
二
居

信
州
光
明
寺
一
。
因
以
二
勧
化
群
集
之
寸
陰
一
染
二
禿
筆
一
述
二
情
諸
一
耳
。

　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

堪
レ
羨
先
レ
吾
隠
遁
心
　
従
レ
今
客
去
事
二
閑
吟
一
　
仲
秋
十
六
前
寄
月
　
名
遂
功
成

　
　
シ

山
叉
深

　
　
　
　
辛
巳
仲
商
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ン
）

　
　
　
　
光
明
寺
和
韻

予
従
二
十
年
前
之
昔
辱
奉
レ
受
二
高
情
一
欲
レ
述
無
レ
言
。
然
頃
不
レ
料
就
二
勅
言
一

赴
二
信
州
諏
方
之
辺
一
。
傍
鳴
呼
於
御
辺
欲
レ
尽
レ
命
叉
不
レ
能
レ
得
レ
是
焉
。
如
何
々

　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル

々
。
価
添
賜
二
唐
律
一
絶
一
金
声
玉
勘
観
レ
地
郵
々
者
也
。
壁
笹
之
七
珍
一
奉
代
此

二
局
義
也
。
定
以
二
瓦
礫
一
難
レ
侶
二
双
明
珠
一
作
二
一
詩
一
以
奉
レ
答
尊
押
焉
可
レ
免
二

　
　
（
ワ
ラ
ヒ
）

鴎
鷺
之
咲
一
也
。

　
　
　
　
高
竃
多
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

未
レ
聞
比
類
厚
慈
心
幾
度
拝
看
清
詠
吟
二
十
年
来
賜
二
高
恵
一
現
当
都
是
大
恩
深

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）

（
河
野
）

　
　
　
永
正
竜
集
十
八
仲
秋
申
之
十
六
日
　
　
其
阿
九
拝

　
　
　
　
或
と
き
よ
み
給
ふ
御
寄

其
心
え
か
た
き
法
の
末
の
世
は
た
㌧
一
す
ち
に
御
名
を
唱
へ
よ

た
の
め
み
た
弘
誓
の
船
に
樟
さ
し
て
生
死
の
海
を
釆
り
迎
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
原
形
口
）

廿
八
日
、
従
上
原
諏
方
刑
部
太
夫
永
々
御
逗
留
の
内
御
礼
と
し
て
被
参
時
一
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
は
高
遠
と
云
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
て
の
御
事
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

と
ふ
人
の
こ
㌧
ろ
や
干
し
し
ほ
初
も
み
ち

大
永
元
辛
巳
九
月
下
旬
、
甲
斐
国
よ
り
亦
復
就
大
乱
太
守
信
虎
後
生
一
大
事
可
奉

願
之
由
依
懇
望
一
条
へ
再
住
有
。
抑
国
郡
半
過
放
火
然
。
一
蓮
寺
申
寺
外
無
相
違

扶
持
給
て
剰
駿
河
敗
軍
以
後
死
者
を
は
導
師
を
な
し
、
存
者
を
は
三
千
余
人
囚
と

な
り
し
を
智
略
を
め
く
ら
し
給
て
、
一
人
と
し
て
無
圭
心
帰
国
な
し
き
。

其
と
き
の
（
塔
）
婆
銘
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ノ

駿
甲
両
州
弓
矢
巷
　
命
乎
敗
北
刹
那
申
　
耐
レ
憐
共
是
忠
功
士
　
廻
二
向
称
名
一
阪
二

死
空
一

ツ
、
ソ
ミ
レ
ハ

虞
以
今
月
廿
三
日
西
刻
、
一
陣
一
戦
之
士
卒
早
破
二
却
於
修
羅
闘
静
之
鉄
門
一
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
テ

欲
レ
乗
二
於
冤
親
和
合
之
金
台
一
者
也
。
沢
山
大
衆
入
二
戦
国
一
調
経
念
仏
凝
二
懇
念
一

焉
。
浄
土
大
経
日
、
釈
梵
祈
勧
請
転
法
輸
乃
至
拘
法
鼓
吹
法
螺
執
法
劔
建
法
瞳
震

　
　
　
（
力
）

法
雷
曜
法
電
温
法
雨
演
法
施
笑
。
叉
云
、
其
仏
本
願
カ
聞
名
欲
往
生
皆
悉
到
彼
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ン
ム
ニ
ニ
（
コ
）
レ

自
致
不
退
転
文
。
抑
傍
人
須
レ
語
二
我
杏
嵯
一
。
今
既
堪
レ
斯
冒
。
允
　
緊
皆
遼
非
二

自
戦
之
確
執
一
依
二
主
命
一
抽
二
匹
夫
志
一
軽
レ
命
重
レ
義
耳
。
於
レ
薮
余
出
二
干
陵
阜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
（
ニ
ハ
カ
）
二

挙
入
々
之
死
骸
於
一
墳
一
会
二
各
々
之
亡
魂
於
九
品
一
集
。
顎
奄
翻
二
我
慢
之
幡
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

　
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ノ
セ
）

転
分
成
二
法
憧
一
即
擢
二
邪
見
之
刃
一
変
分
作
二
法
カ
一
夷
。
侃
卦
二
立
高
顕
一
令
レ
緯
二
拙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ツ
・
ミ
）

褐
一
焉
。
然
者
諸
霊
蟹
一
苦
空
無
我
之
風
一
遊
二
寂
静
無
漏
之
月
一
集
。
亦
復
家
国
嚢
二

sokyu

sokyu
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）
　
（
河
野
）

　
　
　
（
ハ
コ
ニ
ス
）

。
弓
矢
一
駆
二
刀
劔
一
。
永
得
二
息
災
安
穏
一
砂
界
抜
苦
与
楽
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
　
敬

　
年
月
日
法
施
大
衆
白

　
（
コ
ノ
一
一
段
タ
カ
ン
）

　
　
　
ニ
　
　
　
ノ

　
一
麦
駿
州
裏
順
石
蔵
主
軒
賭
雄
轍
彼
褐
伝
聞
。
翌
年
孟
春
和
而
以
見
レ
寮
二
通
一
云

甲
之
一
蓮
寺
者
弥
陀
之
古
精
舎
也
。
永
正
辛
巳
秋
以
降
　
藤
沢
　
上
人
居
二
住
於
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ク
ハ
フ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亮
カ

山
一
。
干
時
駿
人
争
二
其
封
内
一
騒
屑
日
尚
集
。
由
レ
是
刺
史
左
京
兆
幕
下
英
雄
錬
二

粛
何
韓
信
之
兵
術
一
包
二
公
望
孔
明
之
智
謀
一
。
或
山
而
張
レ
軍
或
野
而
堅
レ
塁
。
干
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

前
月
廿
有
三
日
捲
鋒
及
於
精
舎
之
側
克
駿
陽
福
島
氏
之
一
族
重
レ
義
軽
レ
命
戦
死
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

呼
天
乎
命
乎
。
　
上
人
嵯
嘆
之
余
不
レ
忍
レ
見
レ
之
命
二
大
衆
一
而
葬
二
人
々
之
骸
骨
一
念

　
　
．
ソ
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

仏
謂
経
目
辰
香
タ
火
。
加
之
彫
二
刻
高
顕
一
基
一
製
二
作
伽
陀
一
篇
一
讃
嘆
称
揚
。
夫
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

念
弓
明
達
箭
忽
排
二
修
羅
之
錬
鼠
一
精
進
鎧
誓
願
甲
頓
据
二
安
養
之
蓮
台
一
集
。
実
其

法
施
大
実
散
。
某
乙
難
二
浮
屠
之
徒
一
嘗
峻
撃
岨
風
喰
而
臥
鯵
兵
馬
之
後
一
。
天
下
喪

乱
仏
宇
僧
慮
皆
入
戦
国
之
謂
乎
。
矧
是
福
島
氏
者
吾
檀
越
也
。
言
哀
働
則
山
岳
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
（
ケ
ガ
ン
）

海
波
乾
者
也
。
上
人
予
離
未
奉
半
面
之
雅
護
奉
醒
　
尊
菌
充
溢
藻
之
賛
云
。

　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

忠
臣
重
義
古
来
少
　
万
事
人
間
弾
指
申
　
此
去
二
蓮
台
二
兀
不
レ
遠
　
一
輸
明
月
照
二

寒
空
一

　
　
　
　
　
　
　
　
野
釈
順
石
九
頓
首
呈
上

上
人
叉
和
之
給
。
序
略
。

　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

青
油
幕
下
三
干
士
　
黄
石
公
還
居
豚
申
　
此
去
蓮
世
販
国
日
　
両
年
辛
苦
叉
成
レ

空大
永
二
壬
午
正
月
元
旦
試
筆
。

　
　
　
　
ニ
　
　
ト
ン
テ
　
　
ノ
ハ

相
二
遇
清
明
一
対
二
士
峯
一
風
光
砂
々
水
溶
々
　
東
君
今
日
万
家
客
　
坐
上
梅
花

　
　
く

門
下
松

同
朔
日
、
　
　
立
春
之
心
を

と
も
な
ひ
し
心
も
空
に
白
雲
の
け
ふ
立
春
に
と
し
も
こ
え
つ
㌧

　
　
　
　
同
日
述
懐
の
心
を

く
り
返
し
春
に
も
あ
へ
る
我
齢
か
き
り
よ
い
つ
と
賎
の
を
た
ま
き

　
　
　
　
過
し
歳
暮
に

六
十
あ
ま
り
二
の
と
し
も
く
れ
は
鳥
あ
や
し
や
な
に
・
残
る
玉
の
緒

　
　
　
　
同
佳
例
の
法
事
の
心
を

万
人
よ
ろ
つ
の
年
の
く
れ
迄
も
か
く
や
唱
ん
此
法
の
こ
ゑ

　
　
　
　
二
日
崔
例
の
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

な
引
あ
ひ
ぬ
富
士
や
甲
斐
か
根
春
か
す
み
　
　
右
の
発
旬
は
ふ
か
と
し

駿
河
衆
と
甲
斐
の
一
戦
以
後
城
へ
落
集
る
三
干
余
人
無
事
に
帰
国
の
調
法
を
め
く

ら
す
事
な
り
し
故
一
和
の
心
を
き
ね
ん
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
力
）

廿
五
日
御
会
有
、
近
江
国
小
野
大
光
寺
奔
走
を
申
さ
る
。
此
懐
紙
京
都
に
て
宗
碩

な
と
に
み
す
へ
し
と
被
申
、
然
間
帰
路
の
心
を
、

　
鶯
や
梅
よ
り
花
の
み
や
こ
と
り

脇
大
光
寺
其
阿
　
　
月
も
わ
す
れ
し
明
ほ
の
㌧
そ
ら
　
　
其
阿

八
日
、
遇
し
正
月
廿
八
日
一
条
出
行
の
あ
し
た
□
口
□
り
て
の
こ
り
と
㌧
ま
り
し

輩
の
こ
と
を
心
に
恨
や
し
た
ま
ひ
け
ん
つ
ら
ね
侍
る
御
寄
、

し
ら
露
の
な
さ
け
か
け
を
く
下
草
の
も
え
出
る
春
に
な
と
か
枯
ぬ
る

こ
れ
源
氏
に
白
露
の
帖
を
き
け
る
こ
と
の
ば
や
ほ
の
く
み
え
し
タ
顔
の
花
と
侍

る
を
思
は
へ
て
よ
み
給
ふ
と
、

山
の
は
に
入
か
た
近
き
月
か
け
を
ま
ち
か
ね
に
も
な
か
㌧
る
う
き
雲

法
の
車
引
や
ふ
り
に
し
人
心
う
し
と
も
え
や
は
神
も
み
さ
ら
ん

誓
ふ
人
そ
の
か
ね
こ
と
を
や
ふ
る
な
り
わ
か
あ
や
ま
り
も
有
や
御
仏
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或
時
の
会
に
　
片
も
を
く
り
梅
も
袖
引
匂
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
「
）

十
百
韻
第
一
の
発
句
　
二
月
十
六
日
　
干
里
ま
て
月
日
や
し
る
へ
帰
る
雁

或
人
聖
廟
の
御
影
開
眼
の
法
楽
に
　
眉
こ
も
り
開
く
柳
の
心
か
な

信
州
諏
方
光
明
寺
見
一
絶
其
和
鵠
云
　
予
辛
巳
暮
秋
再
来
干
甲
陽
翌
年
孟
春
叉
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
和
後
箏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

返
転
於
信
州
既
赴
駅
路
夷
。
時
我
徒
上
原
光
明
寺
主
訪
来
見
寄
佳
作
因
以
香
豚
南

云
、当

時
歴
代
聖
賢
君
　
勧
化
自
由
如
変
雲
　
我
続
嘉
名
愁
老
拙
　
仰
弥
高
笑
戒
香
薫

旅
宿
見
花
と
云
事
を
　
　
長
泉
寺
に
て
三
月
十
一
日

　
雨
な
ら
て
立
よ
る
か
け
の
あ
ひ
や
と
り
花
も
一
木
の
え
に
し
忘
る
な

　
　
　
　
　
　
心
を
も
と
あ
ぬ
道
こ
そ
恨
な
れ

　
大
か
た
に
な
と
文
を
ま
な
ひ
し

　
　
　
　
　
　
あ
た
し
霞
の
た
く
ひ
い
つ
迄

　
随
し
野
の
煙
の
跡
に
を
く
れ
居
て

　
　
　
　
　
　
風
の
を
と
を
か
へ
の
松
に
こ
た
へ
し
て

　
か
ね
も
尾
上
の
あ
か
つ
き
の
あ
き

　
　
　
（
力
）

大
永
二
被
書

　
世
の
外
の
鳥
の
こ
ゑ
か
な
ほ
と
㌧
き
す

　
木
す
ゑ
に
も
水
を
み
と
り
の
若
葉
哉

　
　
　
　
　
　
　
お
け
高
き
梢
は
な
る
㌧
月
さ
え
て

　
霜
夜
に
ひ
と
り
か
ら
す
な
く
こ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
あ
け
ほ
の
㌧
い
ろ
や
霞
に
あ
ま
る
ら
ん

　
け
ふ
り
も
春
の
し
ほ
か
ま
の
浦

　
　
　
　
　
　
　
引
袖
の
手
に
も
た
ま
ら
ぬ
面
か
け
に

　
　
　
　
　
遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）
　
（
河
野
）

駒
に
ま
か
す
る
わ
か
れ
ち
は
う
し

　
　
　
　
　
　
ま
ち
え
て
は
尚
も
珍
し
雁
の
声

秋
に
は
あ
へ
す
う
つ
ら
な
く
さ
と

　
　
　
　
　
　
柳
さ
く
ら
を
雲
な
か
く
し
そ

霞
め
と
も
け
ら
め
は
し
る
き
夜
半
の
月

　
　
　
　
　
　
此
頃
は
そ
れ
さ
へ
た
ゆ
る
筆
の
跡

ふ
り
て
は
石
も
こ
け
の
し
た
な
り

　
　
　
　
　
　
う
ち
な
か
む
る
も
海
そ
は
る
け
き

よ
る
へ
を
も
身
を
う
ら
な
み
に
定
め
は
や

　
　
　
　
　
　
お
も
か
け
は
か
り
残
る
手
枕

月
ひ
と
り
見
え
て
咋
日
の
花
も
な
し

　
　
　
　
　
　
都
を
は
霞
の
う
ち
に
立
別
れ

ち
き
り
や
鳴
の
秋
き
り
の
う
へ

　
　
　
　
　
　
身
に
い
さ
㌧
か
も
な
に
を
頼
ん

弥
陀
の
名
を
唱
ふ
る
の
み
を
つ
と
め
に
て

　
　
　
　
　
　
結
言
き
よ
豪
く
の
水

山
里
は
岩
根
く
の
道
ほ
そ
み

　
　
　
　
　
　
月
の
み
や
あ
は
れ
と
も
み
ん
我
す
か
た

露
と
き
え
な
ん
そ
の
草
の
は
ら

　
　
　
　
　
（
ヤ
ド
一

　
　
　
　
　
　
舎
り
頼
ん
か
た
も
忘
ら
れ
す

鶯
は
い
つ
れ
の
節
を
お
も
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
待
え
て
も
恨
み
は
の
こ
る
申
に
し
て

叉
時
雨
来
る
月
の
夕
く
れ

　
　
　
　
　
　
花
も
ゑ
み
を
ふ
く
む
門
出
の
朝
哉

sokyu
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）
　
（
河
野
）

柳
は
ま
ゆ
を
ひ
ら
く
は
る
か
せ

　
　
　
　
　
　
あ
や
に
く
の
道
を
鶯
そ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
r
）

秋
に
き
て
春
に
な
と
か
は
帰
る
雁

　
　
　
　
　
　
身
の
行
末
を
お
も
ふ
あ
か
つ
き

見
し
花
の
あ
ま
た
の
春
に
夢
さ
め
て

　
　
　
　
　
　
梅
か
く
ぎ
そ
ふ
あ
さ
な
あ
さ
か
せ

鶯
の
あ
か
つ
き
迄
は
鳴
も
せ
て

　
　
　
　
　
　
身
を
あ
く
か
ら
す
霞
の
タ
く
れ

き
え
ぬ
間
の
雲
の
迎
を
待
ち
わ
ひ
て

　
　
　
　
　
　
月
や
し
る
ら
し
旅
の
夕
く
れ

む
し
の
ね
を
き
く
に
も
お
も
ふ
こ
け
の
下

　
　
　
　
　
　
さ
そ
ふ
か
春
の
入
相
の
鐘

つ
り
ふ
ね
の
霞
に
か
へ
る
う
ち
み
へ
て

　
　
　
　
　
　
な
け
く
は
か
り
の
垂
乳
根
の
跡

腎
く
は
つ
と
め
て
結
ふ
票
つ
き
に

　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
の
庵
誰
に
と
は
れ
ん

花
こ
そ
は
春
に
わ
す
れ
ぬ
友
な
ら
め

　
　
　
　
　
　
こ
㌧
ろ
そ
な
た
の
夕
明
ほ
の

月
に
と
ひ
月
わ
か
れ
し
秋
と
を
し

　
　
　
　
　
　
　
（
裏
自
ハ
）

　
　
　
　
　
　
朝
顔
を
う
ら
や
龍
の
朝
な
く

松
の
ち
と
せ
も
う
き
身
に
は
よ
し

　
　
　
　
　
　
つ
き
ぬ
な
か
め
や
春
の
つ
れ
く

よ
む
吾
は
雲
や
霞
を
種
と
し
て

　
　
　
　
　
　
つ
ゆ
に
露
を
く
庭
の
す
㌧
し
さ
。

　
（
マ
・
、
ほ
後
．
筆
）

　
　
を

一
と
ま
り
過
て
叉
ふ
る
タ
た
ち
に

　
　
　
　
　
　
へ
た
て
ぬ
る
心
と
知
も
い
ひ
よ
り
も

門
を
し
さ
す
に
や
と
り
か
る
く
れ

　
　
　
　
　
　
去
年
の
嵐
の
残
る
谷
の
戸

ち
る
木
の
葉
し
け
る
頃
迄
く
ち
も
せ
て

　
　
　
　
　
　
見
ぬ
も
ろ
こ
し
の
秋
を
し
ら
は
や

玉
章
を
い
か
に
つ
た
へ
し
天
津
雁

　
　
　
　
　
　
そ
ふ
う
ち
も
物
う
た
か
ひ
は
有
つ
へ
し

花
に
は
松
も
か
せ
を
わ
す
れ
よ

　
　
　
　
　
　
い
つ
よ
り
と
け
て
心
や
す
め
む

う
た
原
の
く
る
し
き
思
ひ
む
す
ほ
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
お
も
ふ
み
ち
に
は
あ
く
事
も
な
し

聞
も
う
し
夢
に
な
せ
と
の
そ
の
ち
き
り

　
　
　
　
　
　
う
へ
た
て
し
花
の
み
咲
る
浅
茅
は
ら

霞
や
ま
か
き
春
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
こ
け
の
挟
も
月
や
㌧
と
ら
ん

星
に
こ
そ
か
す
ほ
と
も
な
き
衣
な
れ

　
　
　
　
　
　
た
ち
て
む
な
し
き
名
と
や
な
ら
ま
し

（
マ
・
、
お
後
筆
）

おを
と
は
山
音
つ
れ
て
な
け
杜
宇

　
　
　
　
　
　
入
日
の
か
㌧
る
松
の
一
む
ら

寺
と
ふ
み
き
か
ぬ
か
ね
き
く
此
夕

　
　
　
　
　
　
か
り
そ
め
に
と
や
結
ふ
草
の
戸
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（
原
白
ハ
）

心
も
て
み
よ
朝
顔
の
花
の
つ
ゆ

　
　
　
　
　
　
立
や
す
ら
へ
る
道
の
へ
の
春

鶯
の
月
に
袖
引
此
あ
し
た

　
　
　
　
　
　
引
結
ふ
庵
り
は
竹
を
柱
に
て

岩
に
滝
お
ち
山
ふ
か
き
に
は

　
　
　
　
　
　
わ
れ
そ
お
も
へ
は
わ
れ
も
つ
れ
な
1
き

な
ひ
か
ぬ
を
し
ゐ
て
は
な
と
か
忍
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
有
明
ま
て
の
月
の
よ
な
く

浅
茅
生
に
ひ
と
り
う
れ
ふ
る
き
り
く
す

　
　
　
　
　
　
。
を
よ
ふ
に
こ
そ
は
う
ら
み
て
も
み
め

雲
に
ふ
く
風
を
は
花
に
い
と
は
め
や

　
　
　
　
　
　
さ
て
も
た
れ
心
は
と
め
ん
山
の
か
け

ま
し
は
る
友
も
都
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
露
か
は
る
な
き
人
の
か
た
ら
ひ

（
原
自
ハ
）

朝
顔
の
齢
の
外
に
い
か
㌧
み
ん

　
　
　
　
　
　
い
ま
は
の
時
を
を
そ
し
と
そ
ま
つ

（
カ
原
人
）

入
相
の
鐘
に
ち
き
り
し
人
や
こ
ん

　
　
　
　
　
　
く
る
し
く
物
を
お
も
ふ
身
よ
な
そ

す
む
月
に
む
ね
の
う
ち
を
も
は
ら
は
せ
て

　
　
　
　
　
　
人
の
旅
行
せ
し
に
発
句

ゆ
く
人
に
道
有
霜
の
あ
し
た
哉

　
　
　
　
　
　
あ
さ
き
よ
め
す
る
庭
の
真
砂
地

咲
比
は
と
ふ
り
と
花
に
人
ま
ち
て

　
　
　
　
　
　
う
き
に
も
た
一
て
を
く
る
婁
く

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）
　
（
河
野
）

露
に
霜
風
野
分
立
秋
の
く
れ

　
　
　
　
　
　
お
も
か
け
は
こ
ぬ
を
も
さ
そ
ふ
ハ
夜
枕

夢
よ
り
わ
れ
そ
い
や
は
か
な
な
る

　
　
　
　
　
　
と
は
㌧
や
な
山
の
な
ら
ひ
の
秋
の
空

鹿
は
音
に
な
き
木
葉
ち
る
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
か
り
の
舎
り
と
頼
む
草
の
戸

花
に
こ
㌧
ろ
あ
る
し
は
み
る
を
い
と
は
め
や

　
　
　
　
　
　
柳
あ
ら
は
に
打
姻
る
な
り

水
広
き
入
江
の
む
か
ひ
雪
は
れ
て

　
　
　
　
　
　
こ
か
れ
行
心
の
末
の
い
か
な
ら
ん

夜
ふ
か
き
月
に
か
ら
す
鳴
こ
ゑ

　
　
　
　
　
　
月
や
し
る
我
あ
さ
は
か
の
思
草

植
置
て
み
る
や
と
の
あ
さ
か
ぽ

　
　
　
　
　
　
山
も
お
も
ひ
の
ち
り
や
つ
も
れ
る

朝
夕
に
け
ふ
り
の
の
ほ
る
ふ
し
の
た
け

　
　
　
　
　
　
お
も
ふ
事
祈
か
ひ
あ
れ
は
つ
せ
山

と
を
さ
へ
し
る
も
ろ
こ
し
の
人

　
　
　
　
　
　
ち
る
．
迄
も
あ
か
ぬ
桜
の
か
け
ふ
み
て

　
　
　
　
（
マ
・
）

月
は
霞
に
明
あ
け
の
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
夢
打
さ
ま
す
春
か
せ
音

お
と
ろ
き
ぬ
昨
日
を
去
年
の
と
し
こ
え
て

　
　
　
　
　
　
き
け
は
さ
ひ
し
き
樟
鹿
の
声

秋
も
只
心
つ
け
す
は
秋
な
ら
し

　
　
　
　
　
　
昔
と
は
㌧
や
住
吉
の
ま
つ

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）
　
（
河
野
）

高
秒
の
尾
上
の
桜
幾
世
経
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
か
た
ふ
く
月
の
と
ふ
き
川
な
み

　
あ
し
ろ
木
に
朝
き
り
白
き
宇
治
の
里

　
　
　
．
　
　
真
柴
お
り
た
く
雪
の
山
き
は

浪
あ
く
る
水
も
跡
よ
り
こ
ほ
る
日
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
れ
な
．
き
も
思
ひ
捨
す
や
歎
く
ら
ん

　
よ
は
ひ
の
す
ゑ
も
学
ふ
こ
と
の
は

　
　
　
　
　
　
．
よ
そ
に
い
つ
ま
て
あ
ら
ま
し
の
山

　
さ
ら
し
な
や
月
の
秋
に
し
尋
は
や

　
　
　
　
　
　
　
う
き
わ
す
れ
す
秋
は
き
に
け
り

　
の
こ
る
身
に
な
き
玉
ま
つ
る
草
の
は
ら

　
　
　
　
　
　
　
叉
こ
え
ん
事
毛
た
の
ま
す
年
た
け
て

　
な
か
め
し
や
夢
さ
夜
の
申
山

　
　
　
　
　
　
　
す
て
ぬ
は
小
か
に
人
の
世
の
申

　
お
し
む
に
も
え
や
は
ま
か
せ
ぬ
つ
井
の
道

　
　
　
　
　
　
　
を
ち
か
た
人
に
な
り
て
行
袖

。
白
雲
を
花
よ
り
お
く
の
山
に
．
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
も
も
と
り
の
秋
そ
悲
し
き

事
と
ふ
も
叉
ゆ
か
り
な
き
草
の
は
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
一

　
　
　
　
　
　
　
は
る
く
と
霞
に
と
缶
ご
え
て

　
三
月
今
は
，
の
明
あ
け
の
月

　
　
　
　
　
　
　
思
ひ
し
よ
り
も
身
杜
や
す
け
れ

法
の
為
捨
る
命
は
お
し
ま
め
や

　
　
　
　
　
　
さ
り
と
も
の
心
の
う
ら
よ
い
つ
な
ら
ん

釆
り
む
か
ふ
る
夕
を
そ
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
　
　
　
　
身
の
ば
て
し
憂
世
の
な
ん
き
と
り
わ
ひ
て

き
え
ま
つ
わ
れ
に
お
も
ひ
の
こ
る
な
・

　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
む
か
ふ
を
月
も
哀
れ
め

ま
れ
な
か
ら
星
は
あ
ふ
夜
も
あ
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　
岩
木
を
と
も
と
な
せ
る
山
か
け

咲
ち
る
や
花
も
も
の
い
ふ
春
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
露
し
く
れ
の
み
晦
一
な
山
さ
と

萩
に
ふ
ぐ
風
を
み
や
こ
は
嵐
に
て

　
　
　
　
　
　
桜
に
み
は
や
峰
の
し
ら
雲

の
こ
り
つ
㌧
月
ほ
の
霞
む
朝
ほ
ら
け
－

　
　
　
　
　
　
来
る
秋
の
月
跡
敷
こ
す
の
戸
に

草
は
花
咲
む
し
ガ
音
に
な
く

　
　
　
　
　
　
や
よ
ほ
と
㌧
き
す
も
ら
せ
初
声

花
は
ち
り
春
は
か
へ
る
に
あ
こ
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
な
を
さ
り
に
思
ひ
な
れ
し
や
人
心

二
た
ひ
と
み
は
う
き
か
た
き
世
そ

　
　
　
　
　
　
き
く
も
う
し
。
よ
そ
の
別
の
鐘
の
声

　
　
　
　
　
　
　
を
（
お
後
鍵
）

い
ま
は
の
く
れ
に
お
く
る
鳥
へ
野

　
　
　
　
　
　
は
か
な
き
栖
た
の
む
あ
は
れ
さ

い
つ
迄
か
命
は
我
に
の
こ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
　
心
は
こ
㌧
を
た
の
み
て
そ
行

sokyu
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白
雲
の
さ
ら
ぬ
高
嶺
や
花
な
ら
し

　
　
　
　
　
　
さ
の
み
人
誠
な
く
て
は
を
く
る
な
よ

思
ふ
へ
き
こ
そ
の
ち
の
世
に
あ
れ

　
　
　
　
　
　
け
し
き
は
か
り
の
横
雲
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

も
よ
ほ
し
て
ふ
り
も
と
刈
ち
ぬ
は
つ
雪
に

　
　
　
　
　
　
雪
の
あ
し
た
に
し
く
物
は
な
し

月
の
こ
り
雁
な
く
塩
干
出
て
み
よ

　
　
　
　
　
　
さ
は
り
も
な
く
や
お
も
ふ
通
路

人
は
こ
ぬ
花
に
鶯
な
き
か
へ
り

　
　
　
　
　
　
を
く
も
挟
は
常
な
ら
ぬ
露

（
力
）塵

き
ぬ
る
秋
の
末
野
を
す
り
衣

　
　
　
　
　
　
老
か
身
は
時
の
う
つ
る
も
頼
れ
す

い
ま
は
の
き
は
に
心
ゆ
る
す
な

　
　
　
　
　
　
か
り
に
た
に
人
に
と
は
れ
ぬ
山
の
か
け

身
を
す
て
は
つ
る
心
ふ
る
さ
よ

　
　
　
　
　
　
う
く
の
い
つ
く
を
雁
か
へ
る
ら
ん

月
は
海
な
か
め
そ
へ
は
や
あ
ま
小
船

　
　
　
　
　
　
秋
の
な
ら
ひ
は
露
も
か
は
ら
す

夕
か
け
を
待
ぬ
朝
顔
猶
や
み
ん

　
　
　
　
　
　
霞
に
こ
も
る
明
か
た
の
そ
ら

鐘
の
声
も
の
こ
れ
る
月
も
お
ほ
ろ
に
て

梅
の
雨
に
鶯
さ
そ
へ
ほ
と
㌧
き
す

（
オ
ホ
チ
）

樗
さ
く
庭
は
雲
井
の
や
と
り
哉

　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
キ
ツ
）

と
を
き
世
の
種
や
盧
橘
園
の
竹

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）

（
河
野
）

見
ぬ
い
け
に
心
ま
つ
す
む
蓮
か
な

本
奥
書
に
　
一
海
上
人
之
御
筆
に
て

　
按
此
書
元
釆
必
定
上
下
二
冊
と
相
知
た
り
。
然
ゆ
へ
は
宗
門
申
古
の
僧
侶
の
聞

　
書
の
申
に
、
大
永
二
年
三
月
叉
者
同
四
年
の
御
法
語
等
記
し
相
見
ゆ
れ
は
な

　
り
。
後
人
尋
求
之
以
全
部
せ
し
め
よ
。

　
廿
四
代
上
人
御
入
寂
は
大
永
六
年
五
月
十
七
日
也
。
然
は
同
弐
年
三
月
申
旬
よ

り
御
入
寂
迄
の
事
は
下
巻
に
あ
り
と
し
ら
れ
た
り
。
惜
哉
く
。

干
時
文
政
四
巳
十
二
月
十
四
日
写
之
畢
。
時
衆
智
阿
恵
覚
書
。

　
　
　
　
（
マ
・
）

　
右
此
書
以
藤
山
宝
庫
申
廿
五
祖
之
真
筆
写
之
。
雅
不
知
筆
者
初
夜
已
後
□
□
と

　
の
廿
五
祖
の
記
文
有
、
御
自
筆
也
。
後
学
知
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

　
　
文
政
甲
申
冬
十
二
月
廿
三
日
以
智
阿
陀
仏
本
書
写
且
一
校
了
　
　
美
成

　
　
　
編
者
後
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
憲
善

　
遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
を
こ
こ
に
上
梓
し
お
わ
る
。
首
題
に
遊
行
と
私
に
冠

し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
原
文
に
は
な
い
。
巻
尾
に
一
海
上
人
の
奥
書
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
公
に
し
た
本
論
は
上
に
当
り
、
ま
だ
下
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
・
後
人
よ
下
を
尋
求
せ
よ
と
あ
る
。
大
永
二
年
（
二
一
五
二
）

三
月
以
降
の
文
書
が
他
に
散
見
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
必
ず
や
下
巻
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
も
推
定
の
段
階
を
出
で
な
い
。
こ
の
度
の
出
刊
に
当

り
、
都
合
で
上
を
上
と
申
に
別
け
て
、
申
で
欄
筆
し
た
の
も
そ
の
理
由
仁
よ
る
。

sokyu
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
申
）

鍍
榊
総

、
、
’
鱗
一

綴
繊
簸
灘
鍛
…
驚
潔
燃
鱒

職

（
河
野
）

｝
、
｛
、

一
　
繁

宗
典
の
刊
行
に
意
を
注
が
れ
、
宗
典
目
録
を
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
申
に
こ
の
書

が
な
い
。
九
十
九
の
高
令
を
も
っ
て
示
寂
さ
れ
た
藤
沢
三
十
代
呑
快
上
人
を
中
に

お
い
て
遊
行
空
位
三
年
が
あ
る
の
で
両
者
の
間
に
個
人
的
交
渉
も
乏
し
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
今
は
水
戸
彰
考
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
四
年
智
阿
が
写

本
し
た
時
に
は
、
藤
沢
道
場
の
宝
庫
に
、
仏
天
不
去
上
人
真
蹟
原
本
が
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
文
政
七
年
に
は
こ
の
度
上
梓
の
原
本
も
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
文
政
四
年

の
記
事
に
意
の
汲
み
か
ね
る
所
が
あ
る
が
、
こ
の
刊
行
の
上
だ
け
は
仏
天
上
人
真

筆
の
確
信
が
あ
る
が
、
申
は
確
信
が
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
難
解
の
字
、
不
明
の
宇
多
々
あ
り
、
完
壁
を
期
し
な
が
ら
も
苦
辛
し
た
も
の
の

力
及
ば
ず
、
或
は
過
誤
な
き
を
保
し
が
た
い
。
な
お
文
字
の
訂
正
、
二
字
並
記
、

送
仮
名
、
返
点
、
振
仮
名
等
後
筆
の
も
の
と
わ
か
る
も
の
も
あ
る
が
、
転
写
を
重

ね
て
い
る
の
で
、
後
筆
が
、
ど
の
原
本
よ
り
後
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
文
政
七
年

以
後
の
加
筆
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
人
々
の
眼
福
か
ら
消
亡
し
た
の
も
そ
う
古
い
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
明
治
年
代
以
後
は
た
え
て
そ
の
姿
は
な
く
、
今
日
な
お
稀

観
の
書
と
断
じ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

（
教
育
学
部
倫
理
杜
会
研
究
室
）

　
一
海
上
人
は
遊
行
五
十
二
代
、
も
と
水
戸
神
応
寺
七
代
、
甲
府
一
蓮
寺
三
十
七

代
弁
点
。
出
自
は
武
蔵
本
田
真
下
氏
。
宝
暦
七
年
遊
行
相
続
。
同
十
一
年
藤
沢
独

住
、
明
和
三
年
入
寂
。
遊
行
登
位
直
前
一
年
の
藤
沢
独
住
が
あ
り
、
遊
行
賦
算
を

は
さ
ん
で
藤
沢
に
在
山
さ
れ
て
い
る
。

　
一
海
上
人
の
次
の
代
が
五
十
三
代
尊
如
上
人
、
こ
の
方
は
一
海
上
人
に
続
い
て

sokyu

sokyu
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